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1) 論争の集中したのは 昭和30年頃であり!会計理論と会計実践をめぐってj 第14回日本会計研
究学会での討論はその契機となった。なお当時の主な論文を示すと次のとおりである。神凪官、抗
会計学の対象について， r経理知識」第4巷第3' 4号，昭和30年1}j;朽木情j 経営学の対象と
任務， r経済評論」第4巻第7号z 昭和30年7月，宮上一男，国民的科学としての会計て学， r経
営研究」第17. 18号j 昭和30年2月，浅羽三郎】会計上部構造論提起の方向， r経理知識」第 b
巻第3・4号，昭和田年1月，岩尾椅純，社会のよ部構造と経営申渡の特質， r経済評論」第5巻第
2号，昭和31年2月，神田忠雄 山口孝，戦後日本における会計学の 反省， r睦苦評論」帯b
巻第2号，昭和，31年2月，三戸公j 経営学における上部構造論と個別資本運動説， r経理知識」
第6巻第 1・2号，昭和田年。




























3) 昭和田年11月].3日 倉軟閏際ホテルで行なわれた靖国国関酉経済同友会大会では. r企業利潤
の追求こそ経営者の社会的責務である」と新しい経蛍理念、として「利閏原理」を公黙とうたった。
円本経済新聞z 昭和39年11月14目。



































































































































































4) 岡部利良 会計方法k会計告の特官[21. r税経セミナー 」第12巻第13号，昭和.2年12月，24-
25頁，君塀芳郎角瀬保雄開票三郎.岡部理論的根本問題一「建設的提言」の理論的基礎の吟
味ー. r企業利引す論J (岡部利良教授還暦記念論士集)所収，昭和43年， 261頁。




























6) 岡部利良a 前掲論文， 300頁。
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146 (218) 第 103巻第2号
る。そして，このような会計現象の経済学的分析を前提として，はじめて批判
会計学は会計実践の資本蓄積機能に対する会計理論のもつ役割に，その会計学
批判を集中しうるのである。この点こそ，経済学一般では行ない難い科学とし
ての会計学研究の主要な課題であろう。
このような見解から出てくる結論は，批判会計学の研究者すなわち科学的に
会計現象を分析しようとする者は，自分の専門領域である会計学批判だけして
おればよいということを決して意味しない。むしろ会計現象の経済学的研究の
深さが，会計学批判にも反映されてくるのであることを十分認識しなければな
らず，なおそれに加えて，会計現象のもつ現実的役割を階級闘争や国民的立反
独占の運動の立場から明らかにしていかなければならないのである。
このばあし、，会計的側面における実践的あるいは「建設的J発言は，会計現
象の経済学的分析に基づいて行なわれなければならなし、。乙のばあし、，会計対
象の把握方法の「正ししづ基準を提起するという形ではなく，会計理論や会計
制度の歴史的研究によるそれぞれの段階での〈とくに現段階での)役割の経済
学的分析壱行なうととにより，自ずから対決点は明確になるのである。
このような研究方法によれはじめて，会計学は国民的立場にたち，また反
独占の立場からの現実分析の武器となりうるのであろう。そしてそのなかでこ
そ，現行の会計実践の基準となっている会計制度や会計理論に対して，もっと
も有効で，しかも実現されな付ればならず，また実現可能な内容をもっところ
の，さらにいえば，国民的な闘いをいっそう前進せしめうるような「建設的」
提言すなわち戦術的要求を作ちあげることが可能となるは Fである。
建設的提言壱乙のように理解1るならば，それは反独占の民主主義闘争にお
ける国民的対決のなかの会計的側面として位置づけられるところのきわめて具
体的かつ歴史的な内容のものにならなければならない。
われわれは以」二に述べたような批判的科学的会計学壱作りあげるために，な
によりもまず，通用の支配的会計理論とそれに基づいて制度化ぎれている会計
実践壱徹底的に掌揮しなければならないn そしてそのような会計理論と会計実
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践の歴史的研究を生かすために，資本主義の基本法則や独占段階での経済学的
諸範障害について，深い理解をもたなければならないであろう。
今やわれわれは，会計学研究とし、う特殊専門分野を対象とするばあいにおい
ても，それを真の意味での実践の科学たらしめるためには，かかる広い視野に
立つとともに，しかも，専門分野の側面においてはひときは深い認識を必要と
するのである。このことなくして，批判会計学の以上に述べてきた課題壱解く
ことはできないであろう。広い経済学上の蓄積と適用の会計理論をも含めた会
計現象の深い認識を批判的に結合させうるのは，会計現象の経済学的分析以外
にはないのである。
